




(要約)ハイリスク児(低出生体重児)の出生には早産が最も重要であり、早産の予防対策は

急務である.早産の原因となりうる感染に関する検査、早産に先行して起こる子宮頚管の

変化をみる経膣超音波断層法等による早産の予知の可能性につき前方視的に解析した.ま

ず、日本人正常妊婦の子宮頚管長の基準値が策定された.この基準値より頚管長が短縮し

ている場合有意に早産の発症が増加しており、頚管長測定が早産予知に意義を有すること

が示された.また妊娠中期に感染に関する頚管培養検査、白血球数測定に先の頚管長測定

を加えて総合的に評価することにより、最大で 18%に達する早産の Positive prediotive

value が得られた.これら感染に関する検査は、切迫早産症例の母児の予後推定にも有用

であった。今後頚管長測定・感染に関する検査の精度を高めこれを普及させていくことが

必要と考えられた.


